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型は 11種で，乙の中には，それまで広島県下では検出されていなかった ，S. weste円 tedeも含まれてい
たととから，当地方のサノレモネラによる環境汚染の進みつつある乙とが推定された。





水 100mlあたり 103以上，腸球菌は 102以上検出された海水で，サノレモネラ陽性例が多かった。
今回は，乙のような海水lζ流入したサJレモネラの動態を追究するための基礎実験として ，(1) 自然海水













S. anatumおよび E.coli I型菌である。
実験は各種海水を 2t容の三角フラスコ1(1 tずつ分注し， 35"0， 16 -18時間の前培養を2回くり返し




実験に使用した海水の諸性状は Table111:示すとおりである。乙の海水 1tl(， 11Jtあたり 105になる
Table 1. Character of sea water 
よ才型二¥ 1 2 3 
pH 8.1 8.0 8.1 
Salinity 
29.1 17.3 29.7 (施。)
Coliforms 
2xl04 2xl02 8xl02 (MPN) 
Enterococci 
2xl03 2xl02 8xl02 (MPN) 
Total Colonies 
2xl03 lxl03 lxl03 (n/mり
Salmonella Negative Negative Negative 
」ー
Table 2. Survivability of Salmortella in natura1 sea water (Sample No.l， 105 cells/ml) 
￥塁;:S. thompson Coliforms (MPN) Enterococci (MPN) Total colonies (n/ml) 
Sea water 10C 20C 30C 10C 20C 30C lOC 20C 30C 10C 20C 30C 
Negative 2xl04 2xl03 2xl03 
1 + + + 
5 + + + 
10 + + + 
15 + + + 
20 + + + 
25 + + + 
30 + + 7xl02 2xl02 。2xl02 2xl02 。 < 300 <300 <300 
35 + + lxl02 8xl0 。8xl0 2xl0 。 74 69 < 30 
40 + 2xl0 。 。2xl0 。 。 < 30< 30 < 30 
無宣言海水中のサノレモネラの消長 73 
ように希釈した S.thompsoπおよび S.anatumを接種し， 1000， 2000， 3000の各温度fC保持して，その
生残性を調べた。
S. tho前向。叫についてみると (Table2)， 10"0>20"0>30"0の順に生残性がみとめられ， 1000では
40日後においても，なお生残がみられたのに対し， 2000では 35日， 3000では 25日差でしか生残がみとめ
られなかった。大腸菌群，腸球菌および一般生菌数もサノレモネラの生残性lζ良く対応し，初めの菌数が，そ
れぞれ， MPN値で 2X104， 2X 103，および 2X 103/mtであったものが，サノレモネラ陰性となった 30日
後lζは， 3000で大腸菌群および腸球菌の菌数はともに 0，一般生菌数は 300以下， 1000， 2000，でも大腸
菌群数 2-7XI02，腸球菌数 2X 102，一般生菌数 300以下となった。そして 40日後には ，20"0でも大腸
菌群，腸球菌とも菌数 0，1000ではいずれも 2x 10となり，一般生菌数もいずれの温度とも， 30以下まで
減少した。
S.aπatumにおける成績は Table 3のとおりで，各温度lとおける生残状況はS.thompsonと同様の傾向
Table 3. Survivability of Salmonella in natural sea water (Sample No.3， 105cells/ml) 
Ti¥m¥e、(daSypse)d¥m S. anatum Coliforms (MPN) Enterococci (MPN) Total colonies (n/ml) 
10C 20C 30C 10C 20C 30C 10C 20C 30C 10C 20C 30C 
Sea water Negative 8xl02 8xl02 Ixl0
3 
+ + + 
5 + + + 
10 + + + 
15 + + + 
20 + + 
25 + + 5xl02 2xl02 9xl0 7xl0 9xl0 14xl0 4xl0 7xl0 7xl0 
30 + + 
35 9xl0 7xl0 4xl0 2xl0 7xl0 8xl0 < 30 < 30 < 30 
を示し， 10"0キ 200 >3000の順に生残した。しかし，生残日数は S.thompsoπよりも短く， 3000で 20
日， 2000， 1000で 35日後には生残がみとめられなかった。汚染指標菌はサJレモネラの生残性IC大体対応
して減少したが， S. thompsonの場合のように陰性とはならなかった。また，一般生菌数はS.thompsoπの
場合と同様fCサノレモネラの生残性lとよく対応していた。
Table 4. Survivability of Salmonella in natural sea water (Sample No.2， 105 cells/ml) 
T¥im¥e¥(dSpayesc)iles 、¥ 丘anatum Coliforms (MPN) Enterococci (MPN) Total colonies (n/ml) 
10C 20C 30C 10C 20C 30C 10C 20C 30C 10C 20C 30C 
Sea water 
2xl02 2xl02 lxl03 Negative 
1 + + + 
5 + + + 
10 + + + 
15 + + + 8xl0 。5xlO 5xl02 3xl03 3xl02 lxl02 lxl02 7xl02 
20 + + + 
25 + + + 
30 + + + 
35 + + + 
40 + + + 
74 川上英之・橋本秀夫・沢井良子





の方が s.anatumよりも生残性は高かった。しかし，同じ S.a加 tumを用いた試験でも， Table 1および
4に示すように海水中の塩分濃度が 17.3%。と低い場合は，生残性が高くなる傾向にある乙とがみとめられた。
2. 無菌海水中におけるサルモネラの生残性
ミリポアフィ Jレターで漉過除菌した海水中1<::，自然海水の場合と同様に，海水 1t 1<:1mtあたり 105にな
るように希釈調製した S.tho明 pso抗と S.anatu前を接種し，所定の温度lζ保持して，その生残性を調べた。
その結果は Table5 1ζ示すように， S. tho前psoπS.anatumいずれの場合も 20001<::保持した場合が最
も生残性が高く，それぞれ， 20日および15日後まで生残した。また 1000で10日， 3000で7-8日後まで
生残し， 2000> 10"0> 300 の)1民であった。なお，両接種菌の聞では S.thompsonの方がやはり S.anatum 
よりも生残性が高かった。
Table 5. Survivability of Salmonella in a田pticsea water (105 cells/ml) 
Tim、e、(d、taspyesjc1e、s¥ s. anatum S. thompson 
10C 20C 30C 10C 20C 30C 
+ + + + + + 
5 + + + + + + 
10 + + +*3 + + +*4 
15 キ1 + + 
20 *2 + 
25 











用いた。乙れらの供試海水はいずれも，塩分濃度が24.9-27.7 %" pH 8.1 -8.7のものであった。
使用菌株は前記のS.thompsoπおよび E.coli [型菌である。接種菌量は S.tho前向onの5-8X103/な
を基準にして， (1 S. thompson単独， (21 S. tho明ρsoπ:"E. coli ( 1 1 ) ， (31 S. tho前pson: E.coli 
(1 : 10)の割合で接種した。
生残菌数の測定には一般生菌数検査用標準寒天培地(栄研)を用いて混釈培養法によって行い，混合接種






30"C IC保持した時の成績は Fig.1~2 Iζ示すように，サノレモネラ単独の場合は接種後 1日目には大体，半
数近くまで菌数は減少するが，その後は次第に増加し， 7日目には 1mtあたり 105レベノレまで増加した。
乙れに対して，S. thompsonと E.coliを 1: 1の割合で混合接種すると E.coliは急激に減少し， 1 
日後Kは S.thomρson: E. coliの比は 10: 1となり，その後検出されるのは S.tho叩 psonのみとなった。
実験 23日目 IC， E. coliの生残を知る目的で，試料 100mtK等量の濃厚ブイヨンを加え， 44.5"Cで24時
間増菌培養後， ドリガノレスキー改良培地に表在培養して調べた結果， 1 mtあたり 1個以下のレベノレながら生
残していることが確認された。
次IC， S. thompson 1 K対して 10倍量の E.coliー を混合接種すると E.coliはやはり急激に減少し，
3日後lとは 1 1の割合となった。その後，次第に増加したが 3日日以降は 1 1の場合とは逆ICE.coli 
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Fig. l. Changes of Salmonella when inoculated S. thompson 
alone in autoclaved sea water. Temp.: 30C， Inoculated 
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Fig. 2. Changes of Salmonella when inoculated S. thompson 
and E. co/i in autoclaved sea water. Temp 30C. 
Inoculated丘 thompson 6.5 x 1O~ /史，E. co/i 
5.0 x 104/ Q， Salinity : 24.9施。， pH8.1 






国-o。。 20 30 10 
lncubation Time (days) 
Fig.3.αlanges of Salmonella when inoculated S. thompson 
alone in autoclaved sea water. Temp : 20C， Inoculated 
丘 thompson: 6.5 x 10~/Q ， Salinity: 27.7施。， pH 8.7 
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Fig. 4. Changes of Salmonella when inoculated S. thompson : 






乙れに対して E.coliを 1: 1の割合で混合接種すると， 30 "0の場合と同様IC，はじめ減少し， 3日目
Kは S.thompsoπ: E. coliの比は 10・1となり，その後次第K増加がみられ，その割合はサJレモネラ単独
の場合よりもおそく，はじめの接種菌量まで回復するのに 5日を要した。実験 23日目 IC，30"0の場合と同
様iζ増菌して E.coliの有無を調べた結果 E.coliは1m!あたり 1個以下という少量ながら生残している
のがみとめられた。
次K，S. tho柄拘on1 K対して， 7日目 lζは5日目 IC1 : 1となり，E. coli 10の割合で接種すると，
78 川上英之・橋本秀夫・沢井良子
10 : 1となり，その後さらに菌数は増加したがサルモネラのみ検出された。ただし，実験終了時に増歯して
E. coliの有無を調べたと乙ろ，少量ながら生残している乙とが確認され，菌数が増加する傾向は 1 1の
場合とほ Y同じであった。
3) 15"0 における成績
15"01ζ保持した時の成績は Fig.51C示すように， 300 ， 200 の場合とは異なり，増殖はきわめて少な
かった。 S.thompson単独， E. coliとの比が 1: 1および 1: 10のいずれの場合においても，およそ 15
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Fig.5.αlanges of Salmonella when inoculated丘thompson
alone and mixed with E. coli in autoclaved sea water. 
Te!1p 15C， Inoculated S thompson 4.0 -6.0 x 
10"/ Q， E. coli : 4.5 x 103/ Q， and 3.6 x 104/Q， 
Salinity: 27.7%'0' pH 8.7 (1) and 8.1(2，3) 
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海水中lと流入したサノレモネラの動態を追究するための基礎実験として， (1) 自然海水 K接種した場合， (2) 










さらIζ西尾ら 20)はS.typhi， S. paratyphi Bの下水，河川水，1"J口7.1<.，海水中での生残試験を行い 1 いず










ら20)も S.typhi， S. paratyphi B， S hig. 50nneiの間ICおける生残性については有意差はみとめられなか











ラが検出された。そして分離されたサノレモネラ 10菌株の中， 8菌株は 24"0以上の水温の時に分離されてお
り，河川底沈澱物中での増殖の可能性も推測されると報告している。さらに西尾ら加)は漉過水では原水IC比
べて生存期間の大巾な延長がみられ， 25"0では漉過下水や漉過河口水で増殖がみとめられたとしている。













































4 :その場合， 20"0および30"0IC保持するとS.tho叩 tson単独例よりも E.coliとの混合例の方が
s. tho明tso托の増殖する割合は低かった。
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SUMMARY 
For the observation of behavior of Salmonella in sea water, the survivability of 
Salmonella inoculated in natural or aseptic sea water was examined. 
1. In natural sea water, both S. anatum and S. thompson survived at the rate of 1 OC, 
20C and 30C. 
2. In sea water filtrated by a millipore filter, the temperature dependences of 
Salmonella were indefinite, and their survival periods were shorter than in natural 
sea water. 
3. When some S. thompson (less 10 cells per m!.) has been inoculated into autoclaved sea 
water, their number decreased first and then increased gradually. 
4. At this time, when the sea water was kept at 20C and 30C, the rate of multiplication 
of S. thompson mixed with E. coli was lower than that in the case of S. thompson 
alone. 
5. The survivability of Salmonella in sea water depended considerably on the temper-
ature. 
